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1 問題の所在
我が国の保育制度は，現在，幼稚園及び保育所という二元制に支えられている。近年，政府機関を
中心におし進められている「子ども園」構想により，この二元制も形を変えつつある。
現行の制度では，幼稚園は学校教育として位置づけられ，文部科学省が所管する学校である。一方，
保育所は，厚生労働省が所管する児童福祉施設である。それぞれの設置の目的，対象となる子どもの
年齢なども相違する。幼稚園の場合は「学校教育法」に，保育所の場合は「児童福祉法」に拠って立
つのである。幼稚園教育要領は，幼稚園の教育課程その他の保育内容の基準として，文部科学大臣が
公示するものであり，法的拘束力をもっている。一方，保育所保育指針は，保育所における保育内容
に関する事項及びこれに関連する運営に関する事項を定めたものである。これまでは，「通達」であ
ったものが，平成20年の改訂では，厚生労働大臣が定める「告示」となり，保育所指針も，法的拘
束力をもつことになった。「子ども園」の構想から，保育所の機能も内容も幼稚園教育要領により近
いものを求めようとする意図もよみとれる。幼稚園教育要領，保育所保育指針には，「領域」が3歳
児以上の保育内容を支える重要のものとして設定されている。子どもの発達を観る視点として，「領
域」は幼稚園教育要領，保育所保育指針の根幹を支えるものであるといえる。
「領域」は実際の子どもの活動とどのような関連をもつのかに興味をもった。そこで，本稿では，
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「領域」の意義と，領域同士の相互関係を具体的な場面を通して考察することにした。3歳児以上と
いう視点から幼稚園教育要領を通して，考察を試みることにした。
平成元年の幼稚園教育要領の特徴の1つに，「領域」の改変がある。昭和39年公示の幼稚園教育要
領に示されている，6つの領域，「健康」「社会」「自然」「言語」「音楽リズム」「絵画製作」が，「発
達の目標」としてとらえられたのに対して，「発達を見る視点」として，新しく5つの領域，「健康」
「人間関係」「環境」「言葉」「表現」が設定された。子どもにとって，心身の健康が生活の基盤基礎
となることは言うまでもないことである。その生活が展開される場が環境である。環境には，自然環
境も含めた物的環境も人間環境も含まれる。生活のほとんどを大人に依存し，これから人間社会にあ
ゆみ出す子どもたちにとって，人間関係は特に重要なものであることから，独立した視点として，
「人間関係」がおかれている。同様に「表現」は身体的表現，造形的表現，言語表現などが含まれる
が，言葉の獲得はこの時期の大きな特徴であり，これ以後の生活全体に関係する視点として「言葉」
がおかれている。昭和39年に施行された幼稚園教育要領では，指導上の留意点を述べる言葉として，
「指導」という言葉が多く使用されていた。しかし，指導という言葉が一般的に積極的に教える教師
主導型の保育のイメージが強いため，平成元年の改訂ではこの指導という言葉の使用が大幅に減り，
代わって「援助」という言葉が積極的に用いられるようになった。また改訂後，「幼児の自発的な活
動を重視する」「幼児の主体的な活動を重視する」という言葉が先行し，「子どもを自由に活動させる」
という，いわゆる「保育者がむやみに声をかけない」「保育者がむやみに手を出さない」といった認
識が，主に公立幼稚園を中心に見られた。しかし，それは本来の趣旨とは異なるものである。幼児が
自発的主体的に活動に取り組みたくなるような環境を，一人ひとりの育ちを念頭におきながら整え
ていくことが教師の役割として重要である。
5つの領域は「教育目標」であり，入園から，幼稚園修了までに子どもに身につけさせたい力のこ
とである。後述する小学校以上が「到達目標」であるのに対して，幼稚園では「方向目標」として位
置づけられる。これらの5領域は，単体で存在するものでなく，常に生活に基づいた具体的な体験の
中で総合的に達成されなければならない。つまり，領域は相互に関連しあっているといえる。
2 研究の目的
本研究では，実際の子どもの活動を通して，そこに領域間の相互関係がどのような形で表れている
かについて検証する。そのことを明らかにすることによって，保育者が「子ども理解」をしようとす
るとき，一方的に偏ることなく，総合的に見ることができる。それが，子ども一人ひとりにあった援
助の方法を模索することにつながっていくのである。
特に，発達を「領域」という視点から，「遊び」という子どもが最も自己発揮しやすい活動におい
て，「領域の相互関係」という具体的な場面から検証する。
幼稚園で起きる実際の活動（事例）を通して，「領域」という窓を通して，発達の視点を検討する。
3 本 論
（1） 幼稚園教育の基本と領域
幼稚園教育要領は，幼児の発達特性に基づいて構成されている。小学校以上の学校教育の指導要領
が，教科の背景となる「学問」の系統性に支えられているのに対して，「子どもの発達」そのものに
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中心をおいたということが幼児教育の特質，特徴である。これに基づき，幼稚園教育要領には，幼稚
園教育の基本は「環境を通して行う」ものであることを明示している。このことは，学校教育法第22
条にあげられている「幼児を保育し，適当な環境を与えて心身の発達を助長する」という幼稚園教育
の目的がさらに明確に具現化されている。子どもは，信頼する大人（家庭では保護者幼稚園では保育
者）を通して社会の生活の仕方を全面的に受け入れる。たとえば，子どもがおかれている環境に「言
葉」がなければ，乳幼児期の言葉を獲得する「学習」は起きない。子どもは環境を通して言葉を獲得
していく。このように，子どもは，日常的な生活の中から器物の使い方，扱い方を学ぶ。また，物事
の処理の仕方，危険か安全かなども環境とのかかわりから学んでいくのである。
（2） 幼稚園教育の目標
一般に教育目標は，
①現実的であること ②理解可能であること ③測定可能であること ④行動的であること ⑤達成
可能であること
などがあげられる。それに対して，幼稚園教育における目標について，『あたらしい幼児教育課程総
論』（岸井勇雄横山文樹 著）には以下のように述べている。
小学校以上の教育機関における目標と幼稚園教育の目標の違いは，前者が「到達目標」であるのに対して，
後者は「方向目標」というところにある。
人間のあらゆる営みは，一般に，成し遂げようとめざすことから出発する。その実現が意志によって欲求
され，行為を決めたり，方向づけたりされるものである。行動の向けられる結果ということもできる。幼児
に限定していえば，今，行動する幼児がどのような方向に向かおうとしているのか，あるいは，保育者が，
その子どもをどういう方向に向かわせたいのか，という意図があるはずである。それが目標である。
ところで，目的，目標，ねらいの違いは何か。最小限度共通の概念を取り出せば，次のようになるだろう。
目的……結果として最終的にめざすもの。
多くの場合，総括的抽象的である。
目標……具体的に達成されることをめざすもの。
目的より個別的直接的である。
ねらい…個別の事例の中で達成をめざすもの。
目標の，より具体化細分化された個々の事項や，その意図である。
一般に，目的を達成するために目標が定められ，目標を達成するためにねらいが定められるのであるから，
明確な目的認識が大前提となる。具体的な目標やねらいは，常に，より上位の概念に対して適切であるかど
うかがチェックされなければならない。個々のねらいに忠実であろうとするあまり，それにこだわることに
よって，かえって目的や目標に反することがある。
逆に，具体的なねらいを定めない行動は，実質を伴わないものになりやすく，反省評価も生まれない。
こうした3者の関係や位置づけを確かなものにすることは，極めて大切なことである。
（3） 事例による領域の相互関係の検討
以下，「遊びのプロセスと物のかかわりについて～3歳児の自発活動を中心として～」（平成23年度
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卒業論文 芳賀静香）及び「幼稚園における性差の研究～自発活動としての遊びの場面から～」（平成
24年度卒業論文 德光亜美）の4事例を紹介しながら考察を行う。事例については，筆者が一部改変した。
事例1（4歳児） 積み木ごっこ（男児2人）
男児2人が積み木で遊んでいる。
積み木をドミノのように並べていたA男が，「競争しよう。並べるんだよ。」とB男に言う。B男
が「何するの？」と聞くと，A男は「競争するんだよ。早く並べて，車走らせるよ。」と言って，
積み木を並べていき，一番端の積み木を木製の車で押して，ドミノを倒しながら，A男が1人で
車を積み木にぶつけている。
（B男はそれを見ているだけである。）
（考察）
この遊びの特徴は，「積み木」という環境を通して，2人の子どもの人間関係が作られていくこと
にある。
この遊びについて，A男中心に見てみる。そのことは，つまり，A男を環境の主体としてとらえ
ることである。積み木という「物的環境」（領域「環境」）があることによって，そこからイメージを
膨らませ，2人の間で交わされる言葉（領域「言葉」）によって，イメージを共有しあい，遊びを展開
していくのである。ここでは，A男とB男の関係（領域「人間関係」）は積み木を媒介に展開されてい
るのである。
事例2（4歳児） ヒーローごっこ（男児8人，女児2人）
（ヒーロー男児8人，お姫様女児1人，お姫様を守る人女児1人）
最初は男児8人で，中型積み木で囲いを作り，「ヒーローの基地」を作って遊んでいた。ずっと，
ヒーローの基地におり，自作の武器を友達と見せ合ったり，「ここから火が出て，ここからは電気
が出るんだよ。」等と武器の説明をしたりするなどでヒーローごっこになっていなかった。ヒーロ
ー8人で同じ空間にいて，どうするこうすると話はするが，8人で話が合わずまとまらない。仕舞
いには，男児Aが「敵だ，敵がやってきた。レッド出動！」と言い，基地の外へ戦いに行ってし
まい，それに影響され男児4人が基地の外へと戦いに行った。残った男児3人は，基地の中でパソ
コン（立方体の中型積み木）を使い，敵の様子を確認したり，いきなりロボットになり始めたりす
る。戦いから帰ってきたヒーローは，観察者に戦った結果を報告する。例えば，「今ね，もじゃも
じゃの敵と戦って，この武器でビームして戦ったよ。」「これペットボトルのふた，時限爆弾だから
もう少ししたら爆発するんだよ。あと3秒です。」などである。お姫様が「助けてー」と叫ぶとヒ
ーロー8人全員が出動する。しかし，お姫様はただ「助けてー」と叫んだだけで，敵がいない。ヒ
ーロー8人の中から「悪者」になろうとする男児はいない。そのため，なかなか，イメージが膨ら
まない様子であった。
（考察）
子どもには，様々な体験が必要である。それが，「遊び」という形で「表現」される。現代社会は
「ネット社会」と呼ばれ，情報がインターネットやテレビなどからどこでも受け取れるが，幼児のう
ちに自分で実際に体験することで，想像力を養うことになる。外では外でしかできない遊びの，家庭
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では家庭でしかできない遊びが展開されることになる。例えば戸外であれば，雪の冷たさ，夕焼けの
空の色，川の中に足を入れるとどんな感じか，木登りした木の感じ，風の温度，虫や鳥の声など，子
どもにとってはすべてが新鮮なのである。
想像力は勉強にも人間関係にも，すべてのもとになる大切なものであるし，それに幼児期に身体を
使う遊びをすることは極めて重要である。
「領域」という発達の視点からこの遊びを見るとき，特に，「人間関係」という視点が大きな要素と
なっている。「ヒーロー」になるという気持ちは，健全な心身の発達（領域「健康」）が関連する。
事例3（5歳児） ケーキやさん（女児4人）
カップの中に花紙を詰めてケーキを作る。しかし，どう見てもケーキには見えず，保育者が「ただ
カップの中にお花を丸めて詰めているだけだとつくし（年少）のときと一緒だよ。」と女児2人に
言う。女児Mは「どうしたらいいんだろう」と腕を組んで考える。女児Yは「毛糸をもっと使っ
たらどうかなあ」と言う。その様子を見ていた女児M②は，「四角をななめに切ると三角になるか
らケーキみたくなるんだよ」と2人に言う。女児Mは「でも段ボールがないし。」と言うと，女児
M②は「段ボールじゃなくて折り紙でもいいんだよ。」と答えると，違う遊びをしていた女児Sは
「カップとかじゃなくてさー，キャップとか箱とかで作ったら？ それにさ，閉店って書いてない
からお客さん来ちゃうよ。」と言う。女児Yは，女児Sが話している間に，折り紙を切ったり，折
り紙同士を立体になるように貼り付け，上に赤い花紙を丸めていちごに見立ててショートケーキを
完成させた。女児M②は，ケーキやさん2人に『MちゃんYちゃんがんばったね』と手紙を書
き，あいたスペースにショートケーキの絵を描き，「これ書いたの。下にケーキの絵もあるから，
わからなくなったら，これ見れば分かるから。」と言って去っていった。
（考察）
「ケーキやさん」というイメージ再現に，保育者がヒントを与える。さらに，子ども同士で，どう
したら「ケーキ屋さん」らしくなるかという相談をしている様子が見られる。そうした様子を見てい
た他の女児が，これまでの自分たちが経験したことの中からアドバイスをしている。
この事例の中では，特に，友達同士という「人間関係」はもちろんであるが「言葉」という面から
の発達を見ることができる。
事例4（5歳児） 的あて（女児1人，男児1人）
女児Sは，点数を書いた的を用意し，事前に作ってあったパチンコで的を倒す。その様子を見て
いた基地遊びをしていた男児Kもパチンコを作り始める。剣の形をしたパチンコが完成し，「見て
見て。」と基地の仲間に見せに行く。しかし，弾が用意されておらず，ただ輪ゴムをパチンとなら
しているだけである。その様子を見ていた保育者は「K君，かっこいいの作ったね。弾も作った
ら？ Sちゃんみたいにさ。」と言うと，男児Kは「弾……前に作ったのがある!!」と言い，自分
の引き出しからガムテープを丸めて作った弾を持ってくる。輪ゴムに引っ掛けて飛ばそうとするが，
土台が弱くて折れてしまう。保育者が「あー，ここが弱くて折れちゃうね。」と言うと，男児Kは
「固い棒をくっつけたらいいのかなあ。」と言う。その発言を聞いた保育者は割りを持ってきて男
児Kは割りで補強し，もう一度弾を飛ばしてみると上手く飛び，男児Kは「飛んだ」と声をあ
げた。
―63―
（考察）
この女児Sは，1人で黙々と遊ぶことが好きなようである。その中で自分なりの「表現」や工夫を
しているように見える。基地で遊んでいた男児Kが遠くからこの遊びに参加したのは，武器を作る
ために切った段ボールが剣の形になり，的あてのピストルとイメージが重なったためである。
男児が武器（剣）に対して執着をもって臨むのに対して，Sはそれに対して，あまり興味を示さな
い。元々，Sはこの遊び自体にそれほど大きな興味をもっていないようである。
遊びが展開するための要素として必要なのは，時間，空間，仲間という3つの「間」である。本稿
でとりあげた事例では，この3つの「間」が，保障されたうえでの「遊び」を特に抽出した。つまり，
こうした3つの「間」が保障されないために，遊びとして成立しなかったり，中断されたりする場合
もあるということである。
事例の考察でも明らかなように，子どもの活動を「領域」という視点から見たとき，領域が単体と
してあるのではなく，「丸ごと」子どもの発達とかかわっていることが明らかである。
4 考 察
（1）「保育」という行為に関する視点から
子どもの活動から領域の相互関連を検討してみた。子どもの代表的な遊びであるごっこ遊びをとり
あげて考察を試みる。
事例でも明らかなように，1つの活動の中には，「発達の視点」ととらえた場合に，様々な角度か
ら分析を試みることができる。
年長児によって展開された「マクドナルドごっこ」を例にとって述べてみよう。この遊びを展開す
るにあたって，まず，店にどんな商品があるのかという情報知識が必要である。そのうえで，その
商品はどのくらいの値段がするのか，店の机の配置，そこで働いている人の服装などの幅広い知識が
必要である。さらに，一緒に「マクドナルド」のイメージを共有しながら遊びを展開していく友達が
必要である。商品の値段や店の配置などが，領域「環境」に関連するならば，友達と一緒にというこ
とは，領域「人間関係」に関連するのである。店ができると「いらっしゃいませ」「ありがとござい
ました」「マクドナルドはいかかですか」といった，遊びにストーリー性をもたせるための「言葉」
が必要になる。言葉を使って話すことも，遊びを展開することも，あるいは商品を作ることも，これ
らはすべて「表現」の領域とかかわるのである。遊び全体の中には，物は大事に使う，時間がきたら
片付けるといった，精神面での充実が必要であり，これは領域「健康」に関連する。
このように見てくると，遊び全体が，様々な角度から5領域全体に関連していることが分かる。こ
のことは，本論で示した事例でも明らかである。
遊びの起こり方，内容の展開，人とのかかわりは多様であり，それぞれの遊び，また遊ぶ相手によ
って相違する。そのため，学校教育のように，学問の体系に沿って，教える，伝えるということは不
可能であり，そこに，領域の存在する意味がある。
（2）「遊び」という視点から
幼児期にふさわしい生活とは，幼児が主体的に環境にかかわり，そこで十分な活動を展開し，達成
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感や満足感を味わうことにある。そのためには，保育者との信頼関係を確立すること，友達と十分に
かかわり遊ぶことを通して，達成感，挫折感，藤，充実感を味わうことが必要である。現在の幼稚
園教育要領では，「幼児の自発的活動としての遊びは，心身の調和のとれた発達の基礎を培う重要な
学習であることを考慮して，遊びを通しての指導を中心として第2章に示すねらいが総合的に達成さ
れるようにすること」と示している。遊びを通しての指導とあるように，保育者は遊びの中で，子ど
もの成長発達のために様々な援助をしていく必要がある。そこに領域の相互関係が見えてくる。
遊びの中で自分の気持ちを伝え，それを理解してもらうということ（人間関係），目的を達成する
ための創意工夫（環境）が必要である。時には，遊びの過程で友達と意見が合わず（言葉），トラ
ブルになったりすることもある。それでも遊ぶという行為が，（表現）の一環として楽しいからであ
る。他の目的のための遊びについて，山田（1994，p.14）は「その活動が他の目的達成のための単な
る手段としての性格を持てば持つほど，その活動は「遊び」の核心から遠ざかる」と述べている。こ
れらのことから，子どもが誰からも強制されず，何かを始め，そのことに没頭して，楽しんでいる姿
を「遊んでいる姿」として見ることができる。またそれを自発的活動としての遊びとしてとらえるこ
とができる。そこに子どもの充実感がある（健康）。
5 まとめと今後の課題
文部省（現文部科学省）は昭和31年，「保育要領」を改訂し，新たに「幼稚園教育要領」を作成し，
告示した。「幼稚園教育の目標」「幼稚園教育の内容」「指導計画の作成とその運営」の3章で構成さ
れている。この幼稚園教育要領の特徴は，「健康」「社会」「自然」「言語」「音楽リズム」「絵画製作」
という6つの領域を示し，その領域ごとに「幼児の発達上の特徴」「望ましい経験」を示したことで
あり，「領域」及び「指導計画」には小学校教育と一貫性をもたせるという意図があった。しかし，
のちに，この領域が小学校の科目のようにとらえられるという弊害をもつようになった。昭和39年
の改訂では，この点に考慮して，領域ごとに「ねらい」を示して，幼稚園は「小学校への準備期間」
であるという考えを是正しようとした。こうした経過を経て，平成元年，時代の変化に対応すべく，
新しい幼稚園教育要領が告示施行された。これまでの，6領域を「健康」「人間関係」「環境」「言
葉」「表現」という5つの領域に編成し直し，「領域」は発達を見る窓または視点であることが明示さ
れた。幼稚園教育は「環境を通して行うものである」ことを示し，幼稚園教育の基本は「幼児期にふ
さわしい生活」「自発活動としての遊びを保育の中心におく」「一人一人の特性に応じて発達の課題に
即した指導」であることを明らかにした。この改訂のときに，「自発活動の重視」「指導から援助へ」
ということが，保育者の間に，「子どもに積極的にかかわってはいけない」という意識をもたせるこ
とが問題になった。また，「ねらい」と「内容」の区別がつきにくいために，その日の「ねらい」が
明確にならないという弊害を生んだ。
「領域」が発達の視点発達の窓としてとらえられるのであれば，本来，保育現場では，もっと，
この「領域」を意識した「子どもの見方」を進めていくべきではないだろうか。1つの活動を多角的
にかつ，子どもの発達という視点から遊びを見ることが必要ではないだろうかと思う。
保育者にとって必要なことは，幼稚園教育要領の意図を十分に理解することである。それは，日ご
ろの自分の保育観，子ども観を振り返ることにつながる。保育者個人としてではなく，園全体として
考え，地域の実態と変化，それに付随した園の実態と変化を振り返る必要がある。その過程で，自ず
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と，継続するもの，改変するもの，廃止するものの取捨選択ができるであろう。
幼稚園教育要領に示された幼稚園教育の基本と保育内容（領域に示された）は国が定めた基準であ
り，法的拘束力をもつ。しかし，実際に保育の場で遭遇する子どもの姿，発達の姿には個々それぞれ
の特徴がある。子どもの発達の状況を的確にとらえ，現実に即した保育が展開できるようになること
が望まれる。
時代に即した保育を展開するための思考を継続しつつ，今後は，「保育者の役割」という視点から
も論じたい。
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